
施

の配慮、景観の維持に

策

努め、史跡を次世代へ

名

継承すべく、適正な維

文

持管理を継続して
事業

化

区分 □ 自治事務  

財

 □ 法定受託   

基

□ その他
今後の方向

本

性 □ 縮小　□ 改善

目

いく。
（改善措置等）

標

□ 休止　□ 終了
計

未

画対象 □ 実施計画査

来

定対象  □ 行政改

に

革対象 
□ 廃止　　

つ

　　 

※決算額につい

な

ては、端数処理により

ぐ

、他資料の決算額と差

人

異が生じている場合も

材

あります。

を育むまち

要 施策の目

N

的

o. 事務事業名 活動内

市

容 コスト（事業費：千

民

円）

向山古墳群整備活

が

用事業 令和　４年度 令

郷

和　５年度 令和　５年

土

度 令和　６年度 令和　

の

４年度 令和　５年度 令

伝

和　５年度 令和　６年

統

度
活動指標名 単位

実績

や

計画 実績 計画 決算 当初

歴

予算 決算 当初予算
全体

史

事業概要
①

委員会開催

に

回数 回 0 2 1 2
向山古

対

墳群の史跡としての価

す

値と魅力を高め、市民

る

の
史跡に対する意識の

理

醸成や観光誘致につな

解

げるため、 336 38

を

0 374 600
国指定

深

史跡を目指すとともに

め

、景観保全を図る。
②

、

令和　７年度の優先度

郷

③2 　□ Ａ　　　 

土

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

へ

　　　 □ Ｄ　

16

の

号墳の草刈り業務を実

愛

施した。県指定の向山

着

古墳群の国史跡への指

心

定を目指し、16号墳

を

の発掘調査、向山古墳

高

■ 計画どおり   

め

令和　５年度 群調査整

る

備検討委員会の設置と

と

会議を開催した。専門

と

家から発掘調査に関す

も

る指導や国指定に向け

に

た課題の指摘
□ 遅延

、

         
の

無

評価 を受けた。
□ 進

形

展なし     

■ 

民

維持　□ 拡大 草刈り

俗

などの維持管理を行う

文

ほか、国史跡指定に向

化

け、検討委員会からの

財

指導に従い、発掘調査

や

や文献等の調査
事業区

文

分 □ 自治事務   

化

□ 法定受託   □

財

 その他
今後の方向性

を

□ 縮小　□ 改善 を

後

進めていく。
（改善措

世

置等）□ 休止　□ 

に

終了
計画対象 □ 実施

継

計画査定対象  □ 

承

行政改革対象 
□ 廃

す

止　　　　 

ること。

施策の方向 文化財の環境整備と活用

向山古墳群整備検討委員会において、委員の死去等に伴う委員改選に調整が必要となり、委員会を計画通りに実施できなかったが、そのほかの事業についてはおおむね
■ 計画どおり   

令和　５年度 計画通り事業を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 計画的な事業の実施により文化財の保存・活用を図り、次世代へ継承すべく適正な維持管理を継続していく。また、向山古墳群の国指定に向けた調査を進める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和

No. 事務事

 

業名 活動内容 コスト（

5

事業費：千円）

史跡山

年

中城跡維持管理事業 令

度

和　４年度 令和　５年

　

度 令和　５年度 令和　

　

６年度 令和　４年度 令

事

和　５年度 令和　５年

務

度 令和　６年度
活動指

事

標名 単位
実績 計画 実績

業

計画 決算 当初予算 決算

評

当初予算
全体事業概要

価

①
維持管理活動日数 日

表

207 207 207 2

（

07
国指定史跡山中城

個

跡は平成18年に日本

票

百名城にも選定
され、

）

郷土の誇る文化財とし

課

て良好に維持保存して

名

い 25,450 29,

教

627 22,518 4

育

1,114
くため、公

推

園内の樹木刈込みや張

進

芝の手入れ等、維持
②

部

管理を行うもの。維持

文

管理事業の一部に充当

化

すること
を目的に、ガ

財

バメンドクラウドファ

課

ンディングを活用 令和

作

　７年度の優先度
して

成

寄附金を広く募る。
③

日

1 　□ Ａ　　　 □

令

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

和

　　 □ Ｄ　

継続的

　

に実施している芝生の

６

手入れ、雑木雑草の除

年

去等の史跡の維持管理

　

を実施した。
■ 計画

８

どおり   
令和　５

月

年度
□ 遅延    

　

     
の評価

□ 

１

進展なし     

■

日

 維持　□ 拡大 今後

概

も安全面や周辺地域へ



施

画の作成を進め、12

策

月の国認定を目指す。

名

事業区分 □ 自治事務

文

   □ 法定受託 

化

  □ その他
今後の

財

方向性 □ 縮小　□ 

基

改善
（改善措置等）□

本

 休止　□ 終了
計画

目

対象 □ 実施計画査定

標

対象  □ 行政改革

未

対象 
□ 廃止　　　

来

　 

※決算額について

に

は、端数処理により、

つ

他資料の決算額と差異

な

が生じている場合もあ

ぐ

ります。

人材を育むまち

要 施策

No

の

. 事務事業名 活動内容

目

コスト（事業費：千円

的

）

郷土資料館企画展示

市

事業 令和　４年度 令和

民

　５年度 令和　５年度

が

令和　６年度 令和　４

郷

年度 令和　５年度 令和

土

　５年度 令和　６年度

の

活動指標名 単位
実績 計

伝

画 実績 計画 決算 当初予

統

算 決算 当初予算
全体事

や

業概要
①

講座、講演会

歴

等主催事業 回 52 35

史

63 35
資料の収集・

に

保存・展示、企画展の

対

実施、企画展関連 の開

す

催
事業・体験講座の実

る

施、図録・史料集等の

理

刊行、所蔵 7,920

解

7,385 6,880

を

8,394
資料データ

深

ベースの整備による情

め

報発信など、所蔵す
②

、

館資料データベースへ

郷

の 件 161 300 45

土

5 200
る文化財の活

へ

用を進める。 登録件数

の

令和　７年度の優先度

愛

③4 　□ Ａ　　　 

着

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

心

　　　 □ Ｄ　

①に

を

ついて、民具整理作業

高

と古文書剥離作業を新

め

規に立ち上げたため、

る

計画を大きく上回る実

と

績を上げた。
■ 計画

と

どおり   
令和　５

も

年度 ②について、事前

に

調査済みの寄託資料を

、

登録したため計画を上

無

回る実績を上げること

形

ができた。
□ 遅延 

民

        
の評

俗

価
□ 進展なし   

文

  

■ 維持　□ 拡

化

大 ①について、ボラン

財

ティアと協働で着実に

や

実績を積み上げていく

文

。
事業区分 □ 自治事

化

務   □ 法定受託

財

   □ その他
今後

を

の方向性 □ 縮小　□

後

 改善 ②について、計

世

画に則り登録を進めて

に

いく。
（改善措置等）

継

□ 休止　□ 終了
計

承

画対象 □ 実施計画査

す

定対象  □ 行政改

る

革対象 
□ 廃止　　

こ

　　 

と。

施策の方向 文化財の環境整備と活用

向山古墳群整備検討委員会において、委員の死去等に伴う委員改選に調整が必要となり、委員会を計画通りに実施できなかったが、そのほかの事業についてはおおむね
■ 計画どおり   

令和　５年度 計画通り事業を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 計画的な事業の実施により文化財の保存・活用を図り、次世代へ継承すべく適正な維持管理を継続していく。また、向山古墳群の国指定に向けた調査を進める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

2 頁

令和

No. 事務事

 

業名 活動内容 コスト（

5

事業費：千円）

文化財

年

保存活用地域計画策定

度

事業 令和　４年度 令和

　

　５年度 令和　５年度

　

令和　６年度 令和　４

事

年度 令和　５年度 令和

務

　５年度 令和　６年度

事

活動指標名 単位
実績 計

業

画 実績 計画 決算 当初予

評

算 決算 当初予算
全体事

価

業概要
①

計画の策定 1

表

0 0 0 1
三島市内全域

（

の歴史・文化・自然に

個

関心が向けられる
こと

票

で文化財の保存を万全

）

にし、地域総がかりで

課

後世 1,883 4,8

名

94 4,598 2,3

教

42
につなぐ仕組みづ

育

くりを進め、まちづく

推

りに活かすた
②め、「

進

文化財保存活用地域計

部

画」を策定する。計画

文

策
定期間は２年間とし

化

て、令和６年度の認定

財

を目指す。 令和　７年

課

度の優先度

③3 　□ 

作

Ａ　　　 □ Ｂ　　

成

　 □ Ｃ　　　 □

日

 Ｄ　

令和６年度の国

令

認定に向け、令和５年

和

度は市民参加のワーク

　

ショップを行ったほか

６

、協議会を開催し、計

年

画案の
■ 計画どおり

　

   
令和　５年度 作

８

成を行った。
□ 遅延

月

         
の

　

評価
□ 進展なし  

１

   

■ 維持　□ 

日

拡大 令和６年度は引き

概

続き協議会を開催し計



施

 改善
（改善措置等）

策

□ 休止　□ 終了
計

名

画対象 □ 実施計画査

文

定対象  □ 行政改

化

革対象 
□ 廃止　　

財

　　 

※決算額につい

基

ては、端数処理により

本

、他資料の決算額と差

目

異が生じている場合も

標

あります。

未来につなぐ人材を育

N

む

o. 事務事業名 活動内

ま

容 コスト（事業費：千

ち

円）

文化財災害復旧事

要

業 令和　４年度 令和　

施

５年度 令和　５年度 令

策

和　６年度 令和　４年

の

度 令和　５年度 令和　

目

５年度 令和　６年度
活

的

動指標名 単位
実績 計画

市

実績 計画 決算 当初予算

民

決算 当初予算
全体事業

が

概要
①

復旧完了箇所数

郷

箇所 0 2 2 3
令和元年

土

10月12日の台風1

の

9号によって被災した

伝

国指定
史跡山中城跡を

統

３ヶ年の計画で国・県

や

の補助を受けて 0 0 0

歴

0
復旧工事を実施して

史

いたが、令和3年6月

に

末の長雨で再
②度被災

対

したため、計画の見直

す

しを行う。

令和　７年

る

度の優先度

③6 　□ 

理

Ａ　　　 □ Ｂ　　

解

　 □ Ｃ　　　 □

を

 Ｄ　

被災箇所の三ノ

深

丸堀の土砂の一部撤去

め

及び排水路設置工事を

、

実施。
■ 計画どおり

郷

   
令和　５年度

□

土

 遅延       

へ

  
の評価

□ 進展な

の

し     

□ 維持

愛

　□ 拡大 令和５年度

着

に引き続き排水路設置

心

工事と法面復旧工事を

を

行い、災害に強い史跡

高

環境を整える。
事業区

め

分 □ 自治事務   

る

□ 法定受託   □

と

 その他
今後の方向性

と

□ 縮小　■ 改善
（

も

改善措置等）□ 休止

に

　□ 終了
計画対象 ■

、

 実施計画査定対象 

無

 □ 行政改革対象 

形

□ 廃止　　　　 

民俗文化財や文化財を後世に継承すること。

施策の方向 文化財の環境整備と活用

向山古墳群整備検討委員会において、委員の死去等に伴う委員改選に調整が必要となり、委員会を計画通りに実施できなかったが、そのほかの事業についてはおおむね
■ 計画どおり   

令和　５年度 計画通り事業を進めることができた。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 計画的な事業の実施により文化財の保存・活用を図り、次世代へ継承すべく適正な維持管理を継続していく。また、向山古墳群の国指定に向けた調査を進める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

3 頁

令和

No. 事務事

 

業名 活動内容 コスト（

5

事業費：千円）

郷土資

年

料館管理運営事業 令和

度

　４年度 令和　５年度

　

令和　５年度 令和　６

　

年度 令和　４年度 令和

事

　５年度 令和　５年度

務

令和　６年度
活動指標

事

名 単位
実績 計画 実績 計

業

画 決算 当初予算 決算 当

評

初予算
全体事業概要

①

価

開館日数 日 304 31

表

0 314 300
資料の

（

保存環境を維持し、来

個

館者の安全を確保する

票

た
め、郷土資料館の適

）

切な維持管理に努める

課

。館内の清 5,702

名

3,628 3,362

教

3,863
掃、設備の

育

保守、施設・設備の修

推

繕を行う。
②

令和　７

進

年度の優先度

③5 　□

部

 Ａ　　　 □ Ｂ　

文

　　 □ Ｃ　　　 

化

□ Ｄ　

新型コロナウ

財

イルス感染症の「５類

課

感染症」変更に伴い、

作

計画通り開館すること

成

ができた。
■ 計画ど

日

おり   
令和　５年

令

度
□ 遅延     

和

    
の評価

□ 進

　

展なし     

■ 

６

維持　□ 拡大 資料の

年

収集と保存、研究を推

　

進するとともに、来館

８

者の安全を確保し、施

月

設の管理運営に努める

　

。
事業区分 □ 自治事

１

務   □ 法定受託

日

   □ その他
今後

概

の方向性 □ 縮小　□


